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中村哲医師メモリアル・アーカイブ設立にあたって

渡邊公一郎
九州大学大学院工学研究院教授／前国際担当副学長

ペシャワール会会員

中村哲先生は、アフガニスタンの大勢の民の命を救い、世界に「平

和」とは何かを辺境から発信し続けた歴史に残る偉人であり、九州大学

の学生の皆さんの大先輩でもあります。九州大学の内外から、そして海外

から中村先生のことについて知ることができるデークベースが整備されま

す。中村先生のメモリアル・アーカイプを通して、是非若い皆さんに中村先

生の生きざまを知ってほしいと思います。中村先生のひと言ひと言は、現

地から時に鋭く、時にやさしく私たちに言葉を投げかけ、私たちのこころに

明かりを燈してきました。なぜ「一隅を照らす」必要があるのか。なぜ弱者

に心を寄せる必要があるのか、強者の論理がいかに平和を遠ざけるか。

平和とは理念ではなく現実の力である。中村先生の生きた軌跡、書き残

した言葉を辿っていくと、多くの重要なことに私たちは気づかされます。

1983年に中村先生の現地医療活動支援のため福岡の地にペシャ

ワール会が結成されました。九州大学の院生だった私はペシャワール会

事務局の立上げに加わり、中村先生の生きざまに多くの影響を受けまし

た。中村先生との出会いが自分を変え、今の自分があると思っています。

メモリアル・アーカイプは九州大学医学部時代に中村先生のクラスメート

だった久保千春前総長のご発案です。メモリアル・アーカイプが中村先生

の志やメッセージを若い世代に語り継いでいくための拠点となることを切

に願っています。

―l 

中村哲医師メモリアル・アーカイブによせて

村上優
ペシャワール会会長

2019年12月4日中村哲医師が亡くなりました。九州大学医学部を卒

業した1973年から46年間の足跡のなかで、直接に大学と関係したのは

2014年特別主幹教授に就任してからです。彼の業績を学問というスケー

ルではなく、人類史の中で測っていただいた結果と受け止めています。そ

して今回、中村哲医師メモリアル・アーカイプとして73年の生涯の記録を

残していただく運びになったのには、多大な関係者のご配慮があったと

感謝申し上げます。

中村哲医師は「行動の人」として広く多くの人々に影響を与えました。

「アフガニスタンで真に必要とされること一異文化の中での国際頁献30

年」と題した講演で、彼の地にこだわり一隅を照らす生き方が世界に共

感と普遍的な人としての在り方、人間と自然の関係の在り方を呼び起こ

しました。歴史の片隅で忘れられ、無視されてきたアフガニスタンでの体

験が、普遍的な意味を持つことを具体的な結果として残してきました。そ

れが山村やハンセン病の医療であり、用水路に代表される湘漑システム

であり、生きることに結びつく盟業ですが、それと共に多くの叙事的で叙

情的な記録が報告と思索の文茸として残されています。彼が撮った写真

一つをとっても膨大なものです。今後もこれらを基礎にして人間と自然に

ついて深く思索し行動する若者が出てくる、そのような源泉となることを

願ってやみません。ペシャワール会はいつか役割を終える時が来るでしょ

うが、九州大学に集約された中村哲と彼に関連した業績がいつまでも

残ると信じます。



中村哲医師の仕事

―‘ 

藤田千代子
ペシャワール会理事

パキスタンの北西部ペシャワールでのハンセン病の診療から始まった

中村哲医師の仕事は、国境の街という地理的な関係から必然的にアフ

ガン難民の診療が加わり、更にパキスタンとアフガニスタン両国に跨り医

療の恩恵に与れない人々への診療に拡大していった。2000年にアフガ

ニスタンが大干ばつに被災し畑がすさまじく千上がった。何とかせねばと

大急ぎで井戸の掘削に取り掛かった。この千ばつのさなかアフガニスタ

ンからの国際支援団体の全面的な撤収により、厳寒の首都カーフうレに取

り残された国内避難民への診療、食糧配給を始めた。死に直面する人々

を目前に見過ごさ（せ）ない中村医師は、必要に迫られ「救うにはこれし

かない」と用水路を造るに至った。よく「医者になって40年後に、まさかア

フガニスタンの川の中で重機を操縦しているとは想像もしなかった」と、

話していたように、ハンセン病の診療が晩年には用水路の建設になり、聴

診器を掘削機にかえ地域の住民と共に最期まで働き続けた。共に働くこ

とは決してきれい事だけではない。はたから見て騒される事も多く、くささ

れたりもした。「それでも、人は愛するに足り、真心は信ずるに足る」と中村

医師はいうのである。

現地での35年、そこにはまさに中村医師が大国に翻弄される歴史の

中で絶望し途方に暮れる人々の中に身を投じ地表をうごめきながら、

困っている人に寄り添ってきた姿がある。現地が国際的に「悪の枢軸」

国と非難されても、その合唱に加わらず目線を支援の必要な人々から離

さなかった。出来得る限りの力を尽くし命を救おうとした。このような中村

哲医師を詩人でもない私の言葉はあまりにも貧しすぎて表現する術を持

たないが、このメモリアル・アーカイブに集約された中村哲医師の単純か

つ明瞭な言動から、それぞれの「中村哲とわたし」が築かれてゆくのでは

ないかと思う。

中村哲著述アーカイブ

堀優子
九州大学附属図書館 eリソース課長

「中村哲医師メモリアル・アーカイブ」では、中村哲先生の意志を次の

世代に広く伝えるため、展示の場に加え、「中村哲著述アーカイブ」を構

築・公開しました。これは、ペシャワール会の協力の下、これまで中村先生

が書き著した文章や発した言葉をデジタルデータの形で収集保存し、イン

ターネット公開することにより、貴重な著述の散逸を防ぐとともに世界中か

らの永続的なアクセスを可能とするものです。中村先生が、活動報告で、

講演会で、大小様々なメディアで、語ってこられたその量と内容の厚みに

は圧倒されるばかりです。それらの多くは、研究者による学術論文などと

異なり、商業誌や一般の流通ルートに乗らない機関誌など、時間とともに I 

目にすることが難しくなるものたちです。本アーカイプでは、そのような記事

を拾い集め、目録データを作成し、発行元の許諾を得られたものから順

次公開していきます。

中村先生のアフガニスタンでの35年間の活動と、語り著してこられたこ

とは、医療、農業、国際協力にとどまらず、人文学、社会学など様々な分野

において、優れた題材、研究の対象となるでしょう。また、中村先生の発し

たメッセージは、これからも私たちの生活や仕事において、拠って立つ指

針となってくれるものと信じています。

このアーカイブが、中村先生の意思を伝え、次のだれかの仕事につな

がっていく、その橋渡しができればと願っています。

＠中村哲著述アーカイプは、九州大学附属図書館が運営する「九州大学学術情報リポジトリ

QIR」上に構築し、蔵魯検索システム「九大コレクション」から公開しています。

＠本アーカイプでは、これからも継続的に、中村先生に関する資料を収集していきます。お手許

にお持ちの方は、ぜひご提供ください。

お問合せ・提供先 九州大学附属図書館リポジトリ係

Tel:092-802-2459 I Mail:qir@jimu.kyushu-u.ac.jp 

＠製作：九州大学附属図書館

「中村哲著述アーカイブ」 襲
https:llwww.lib.kyushu-u.ac.jplnakamuratetsu 



繋ぐ空間 中村哲医師メモリアル・アーカイブ I学生が選んだ言葉
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ひとつの小さな喉 Ilil 体験により、中村f’i 先生か描こうとした lltY~ を感じて

いただきたいと抒えました

また、そd)|lt昇を ））i！風絵 d)ように1ミ現しようと試みました V

ここでは、浮遊し透過する I)Jf！風絵1に包まれることで、その111ガ抄）、拡か

り、深さ、連なり、奥行きなどを捉えていただこうとしていますC

この小さな代1il 体験は、以卜•d) コンセプトにより映像・ ti-· 本とそ d)tIlli. 

作）IJで構成されています

展示スペースのガラススクリーンには、九州大学の学生たちが中村先生

の著書から抜粋した文章が並び、あたかも中村先生が一人ひとりに語り

かけるように心に響きます。文章の選定にあたっては、学部1年生から大

学院博士課程3年生までの学部も年齢も異なる5名の有志の学生が集

まり、著書を読んで語り合う読書会を実施しました。読書会では、学生が

将来の指針にしたいと思う、心に響く言葉がたくさん挙がりました。

ー． 
＇一人称 II))メッセージ

中村fi先'I:．[Iら/))i Ii"射Iと視、点 I

病気は後で治せる。ともかく生きのびておれ！

-（医者、井戸を掘る／plO)

アフガニスタンの人々の落命の原因は、多くが清潔な飲料水の不足という医療以前の問題で

あることを知りました。そして、私たちは普段不自由なく生活できていることに感謝し、同時に世

界中にはアフガニスタンのように厳しい生活状況の中で必死に生きている人が多くいるという

事実に目を向けて、考えなければならないと思いました。（細谷うらら・九州大学医学部）

2. 1拡がり lへのクッチホイント

共感を呼び起こすIIt弄への拡がりへの出発、,,'.¥、

3
 

探求 1へのエントランス

l'）；： 水 殷Iをキーワードとする矢19的111:昇への探求0)人II

ガラススクリーンには括動の場を述想するアフガニスタン())111々 を沖かべ、

そして）：1¥1ll1するメッセージ・スクリーンとして()) htl巫＼絵Iには中村竹先't

l•I ら()),iiどか浮かびます

わたしたちは、!'Iら())紐ぷで境昇())ないIll:昇をさまよい、!'Iら())身体て探

索•発見し、そして人々とともに新しい'"：料をつくっていきます，，こ())メモリア

ル・アーカイプは、中村t'r'ん't())iiiなる業紐紹介())ためではありません

ふつうでは到底とらえきれない、そして見えないことも紘識する、そ())|It'Il

へと I繋ぐ祖：：Jです

この小さな喉I:：J休験か、学’k()）みなさん())将来の財｝府となることを期待し

ています

公術 lー．学研究院教投：I I l |, ｛建・

私の意図は、目前にした事実を伝え、平和を願う意志を理屈からカ

に転化することであった。観念の戦いは不毛である。平和は戦争以

上に積極的な力でなくてはならぬ。

-（医者、用水路を拓</p34)

非常時に抽象論は力を失い、混乱した群衆が弱い立場の人々を傷つける。平和を取り戻すの

は命がけの行動になる。空爆がはじまるアフガニスクンで中村先生らを救援活動へ突き動かし

たものは「論理を超えた自然の衝動」でした。彼らの力は私の想像を超えていますが、他者を守

るために、私たちはもっと力を発揮できるのだという事を教えられている気がします。（高濱良・

九州大学農学部／大学院生物資源環境科学府）

この八年間、いや、この数ヶ月の労苦を知る者は、陽光にまばゆい一

本の麦の穂にも、子供たちの一つの笑顔にも、万金に値する貴さを

かみしめることが出来ただろう。労苦の痕跡は、心中に見えざる人の

温もりとして残るのみである。そして、それでよいのだ。

- （医者、•井凸を掘る／p134)

て目に見える形として残す必要はないという、中村先生の謙虚さを自分も見

た。自分が何かを見るときには、温かい心を持つことで「麦の穂Jのような小さなこ., 
見出せるようになるのではないかと考えました。（細谷うらら・九州大学医学部）

「良い経験になった」などというセリフは止せ。君らのロマンや満足の

ために仕事があるのではない。ともかく結果を出せ。

-（医者、用水路を拓</pl77)

中村先生が現地の人々のためにご活動されたことを顕著に表す言葉だと理解しています。さら

に彼が現地の人々の信頼を得ることができた一因となる言葉だと思い、意義深く感じます。私

は共創学部に所属していて、将来人道支援に携わることも考えていますが、その際、目的を見失

いがちな私にこの言葉は喝を入れてくれると思います。（岡本偉吹・九州大学共創学部）

尽きぬ回顧の中で確かなのは、漠漠たる水なし地獄にもかかわらず、

アフガニスクンが私に動かぬ 「人間」を見せてくれたことである。

-（医者、用水路を拓</p24)

アフガニスタンの人々が動かぬ人間であるのに対して、我々は大地から足が浮いてしまった人

間。つまり、我々の文明は発展と同時に自然との向き合い方を忘れてしまったということです。し

かし、本来の人間の生き方はそうではなくて、中村先生が目にしたような常に自然と向かい合っ

てひたむきに生きる人間の姿だということをいつも心に留めておきたい。（川藤知恵・九州大学

工学部／大学院統合新領域学府）

正義・不正義とは明確な二分法で分けられるものではない。敢えて

「変わらぬ大義」と呼べるものがあるとすれば、それは弱いものを

助け、命を尊重する事．である。

-（医者、用水路を拓</p31)

r,1 L 
中村先生は何力『｛いのかという事たとらわれず、目の前の人を一人でも多く助ける事こそが

自分自身の大義？り‘t信念の内し医療活動にとどまらず様 ・々な活動をされていたのでは
ないでしょうか。この言 は、そんな中村先生の熱く優しい、無私な心を私たちに教えてくれると

思います。（村口大畑九州》ら医学音J



中村哲医師と九州大学

中村哲医師は、2014年に母校である九州大学の高等研究院特別主幹

教授に就任されました。就任に当たって執筆された文章をここに転載し

ます。

• 
メッセージ

中村哲（九州大学高等研究院特別主幹教授）

特別主幹教授など、自分のような現場人間には縁がないと

考えていましたが、お引き受けしたのは訳があります。

仕事上、東部アフガンの地に深く関り、戦争、難民、貧困、干

ばつ、民族対立など、多くの厄災を身近に見てきました。しか

し、私たちが自負してきた医療や科学技術の無力さをも知り

ました。私たちの「知の営み」がどこに向かっているのか、感

ずるところがあったのです。特に、進行中の大千ばつの対策

に追われながら、自然と人間との関わりが、今後あらゆる分

野で大きな主題とならざるを得ないと考えてきました。

過去私たちが学び求め、当然としてきたことが、大きく問い直

される時代に入っていると実感しています。実際、地球上から

経済的なフロンティアが消え、環境変化に脅かされるなど、技

術文明が到る所でそのほころびが見えています。世界観もま

た、膨大かつ断片的な情報にふりまわされ、確固とした支点

を失いつつあるようにも思えます。

この中にあって高等研究院は、学問の分野を超え、時間と忍

耐をかけ、総合的に次の時代の「知のベクトル」を紡ぎ出す、

意欲的な試みだと理解しています。末席にあって、現場の実

情を伝え、母校の微力になればと思っています。

出典： https:llias.kyushu-u.ac.jplpastprofessorl1881

中村哲医師の写真
一、

「自然は人間だけのものじゃない、

人間も自然の一部である」

中村哲医師は、仕事の合間をぬっ

て、昆虫や花、ラクダなどの生き物

の写真をよく撮影されていました。そ

の背景には、「自然は人間だけのも

のじゃない、人間も自然の一部であ

る」という、中村先生の思いがあり

ました。（藤田千代子氏談）

＠中村哲医師メモリアル・アーカイブ

設置：九州大学

運営：九州大学附属図書館

展示空間デザイン：九州大学大学院芸術工学研究院

田上健一／秋田直繁／池田美奈子／石井達郎／伊原久裕／

大井尚之／尾本章／工藤真生

言葉の選定：岡本偉吹・共創学部／川藤知恵・大学院統合新領域学府

高濱良・大学院生物資源環境科学府／細谷うらら・九州大学医学部／

村口大知・九州大学医学部

協力：ペシャワール会／日本電波ニュース社

＠リーフレット

2021年3月発行

発行：九州大学

福岡市西区元岡744番地

touservice@jimu.kyushu-u.ac.jp（附属図書館利用者サービス課）

編集・デザイン：九州大学大学院芸術工学研究院 伊原久裕／

工藤真生／池田美奈子／川波花音・芸術工学部

イラストレーション：宋萬萱・芸術工学部

印刷所：ミドリ印刷

｀ 



中村哲医師による直筆図面等
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9
月
一
マ
ド
ラ
サ
を
開
校
し
、

約

6
0
0
名
の
学
童

が
通
学

8
月

一
現
地
活
動
中
の
日
本
人
ワ
ー
カ
ー

の
伊
藤
和
也
氏
が
襲
撃
を
受
け
逝
去

3
月

一
シ
ェ
イ
ワ
取
水
堰
完
工

2
0
0
9
 

7
月

一
P
M
S
の
活
動
拠
点
を
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
に
移
転

8
月

一
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路

2
4
.
8
k
m
の

最
終
地
点
ガ
ン
ベ
リ
砂
漢
に
通
水
。

ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
に
農
地
開
拓
を
開
始

跡
を
タ
リ
バ
ン
が
破
壊

所
の
臨
時
診
療
所
を
開
設
．

g
r

路

5
月

一
ウ

ラ

マ

ム

社
会
の

J

伝

統

的

公

k
)

が
、
中
村
哲
医
師
及
び

P
M
S
 

10月

ー
ガ
ニ
大
統

「
ア
フ
ガ
ー

共
和
国
市

よ
り
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
ム

証
」
を
授
与

12
月

4
日

一
作
ー
場
に
向
か
う
途
中
、
何
者
か
に
襲
撃
さ
れ
、
病
院
に
移
送
さ

れ
た
後
死
去
。
享
年

73
歳

村

上

会

長

が

P
M
S
総
院
長
を
引
き
継
ぎ
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と

P

S

は
事
業
の
継
続
を
正
式
に
決
定

2
0
2
0
 

9
月

ー
ガ
‘
ベ
リ
公
園
に
、
ド
ク
タ
ー
サ
ー
プ
ナ
カ
ム
ラ
記
念
塔
が
完
成

1
2月

一

マ
〗
ワ
リ
ー
ド

I
I堰
・
用
水
路
が
竣
工
し
、
流
域
で
の
新
開
地
で
村
人

に
る
耕
作
が
拡
大

ゞ
ル
カ
シ
コ
ー
ト
堰
着
工

2
0
0
8
 

1
月

一
モ
ス
ク
・
マ
ド
ラ
サ
建
設
着
工

2
0
0
3
 

3
月

一
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
の
起
工
式

イ
ラ
ク
戦
争
が
勃
発

｀
 

4
月
l

ガ
ン
ベ
リ
農
場
で

事
業
開
始

ト
し

‘
¥
,
H

10
月
一
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
の
活
動
を
終
了
lo

L

S
（
ペ
シ
ャ

ワ
ー
ル
・
レ
プ
ロ
シ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
）
病
院
を
設
立
。
以
来
／

パ
キ
ス
タ
ン
北
西
部
の
医
療
過
疎
地
に
数
ヵ
所
の
診
療
所
を

r設

1
9
9
8
 

4
月

一
J
A
M
S
と

P
L
S
を
統
合

P
M
S
（
ピ
ー
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
・

メ
デ
イ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
）
を
発
足
。

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
、
パ
キ
ス
タ
ン
と
・

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
両
国
の
活
動
拠
点

P
M
S
基
地
病
院
を
開
設

2
0
0
0
 

6
月

一
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
全
土
で
旱
魃

が
深
刻
化
し
、
緊
急
対
策
と
し
て

水
源
確
保
事
業
を
開
始
。

O

O
>8
年
ま
で
に
井
戸

1

6

以
上
を
掘
削

，
 

10月
一
カ
プ
ー
ル
で

模
空
襲
が
始

い
の
ち
の
基

カ
プ
ー
ル
で

2
0
0
2
 

2
月
＿
ア
フ
ガ
ニ
ス

長
期
的
農
1

「
緑
の
大
地

3
月

一
植
樹
が

1
0
0

12
月

一
カ
ル
ザ
イ
暫
定

翌
年

6
月
大

2
0
0
1
 

1
月
一
国
連
安
保
理
追

国
際
支
援
団
体

経
済
制
裁
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら

退
リ
バ
ン
政
権
に
経

1
9
9
6
 

9
月

一
タ
リ
バ
ン
政
権
樹
立

2
0
1
7
 

3
月
一
日
本
大
使
館

メ
ヤ
シ

4

6

農
場
に
植
樹

ヘ

2
0
1
6
 

3
月

一
ガ
ン
ベ
リ
主
幹
排
水
路
⑬

k
m
の
工
事
を
開

ー

S
ガ
ン
ベ
リ
事
務
所
を
設
立
レ
盆
農
業
班
・
灌
漑
班
を
置
き
、
開

拓
事
業
の
自
立
体
制
を
本
格
化
。
ガ
ン
リ
試
験
農
場
で
サ
ト
ウ
キ
ビ

を
栽
培
し
黒
砂
糖
の
復
活
生
産
に
成

2
0
1
5
 

2
月
一
ア
フ
ガ
ン
東
部
で
季
節
外
れ
の
大
諜
水
が
発
生
し
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド

市
内
が
浸
水
。高
地
で
降
雪
と
雪
崩
n

10
月

一
F
A
0
(国
連
食
糧
農
業
と
の
関
連
事
業
で
、
P
M
S
取
水
方

式
の
広
域
普
及
を
目
指
女
人
材
育
成
の
た
め
の
ミ
ラ
ー
ン
訓
練
所
を

建
設
(
2
0
1
7
年
11

完
エ
）
。
マ
ル
ワ
リ
ー
ド

II
堰
・
用
水
路
着
工

ガ

ン

ベ

リ

↓

ン

ジ

の

初

収

穫

2
0
1
8
 

1
月

一
ミ
ラ
ー
ン
訓
練
所
か

「
P
M
S
取
水
方
」

の

人

材

育

成

始

2
月

一
ア
フ
ガ
ニ
ス
ら
の
ガ
ニ
大
統
領
が

P
M
S
と
中
、
哲
医
師
に
勲
章
を
授
与

P
M
S
の
取
水
・
用
水
路
建
設
に

1
6
,
5
0
0
延
の
灌
漑
を
可
能
に

65
万
人
の
生
存
保
証
し
た
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1
9
9
3
 

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
一
帯
で
悪
性
マ
ラ
リ
ア
が
大
流
行
し
、

2
0
0
0
万
円
以
上
の
緊
急
募
金
で

2
万
人
以
上
の
が
救
わ
れ
る

1
9
9
4
 

6
月
一
ラ
バ
ニ
政
権
樹
立

12
月
一

1
9
9
2
 

5
月
一
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
爆
発
的
な
帰
還
が

東
部
の
山
岳
無
医
地
区
に
次
々
と
診
療
所

1
9
9
0
 
パ
キ
ス
タ
ン
・
バ
ジ
ョ
ワ
ー
ル
県
テ
メ
ル
ガ
ラ
に

初
の
診
療
所
開
設

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
内
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
北
部
の

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
に
最
初
の
診
希
面
浴
を
開
設

1
9
8
9
 

2
月
一
旧
ソ
連
軍
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
よ
り
完
全
撤
退

4
月
一
足
底
穿
孔
症
予
防
用
の
サ
ン
ダ
ル

工
房
を
開
設

V̀ 

1
9
8
6
'
 

A
L
S
（
ア
フ
ガ
ン
・
レ
プ

ロ
シ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
1
1

の
ち

の
J
A
M
S
)
を
設
立
し
、

パ
キ
ス
タ
ン
の
ア
フ
ガ
ン
難
民

診
療
を
本
格
化
。
更
に
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
に
も
活
動
を
展
開
。

1
9
8
4
 

パ
キ
ス
タ
ン
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
に
着

f

ペ
シ
ャ
ウ
ー
ル
会
が
発
足

1
9
7.
 

の
テ
ィ
リ

征
隊
同
行

し
て
パ
キ
ス
タ

，
 
、一
i

9、[
へ
.• 

「

＼
 

ヘ
i

~ 

i
 
t
-
0
c
s（
日
本
リ

医

喜

力

会

）

が

、

パ

キ

シ

ャ

ワ

ー

ル

・

ミ
ッ
シ
ョ
ン
病
院
の
要
請
に
応
じ
て
、
中
村
医
師

1
9
4
6
 

9
月
福
岡
県
に
て

古
賀
西
小

｀

福
岡
高

；
九
州

し

．
 ．．
 ``ヽ
 

←ヘ

2
0
1
4
 

4
月
ー
ガ
ン
ベ

2
0
1
2
 

4
月
一
カ
シ
マ
バ
ー
ド
堰
・
用
水
路

及
び
ベ
ス
ー
ド
の
護
岸

⑮

k

m
が
竣
工

9
月

一
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
流
域
の

村
民
を
束
ね
、
第
1
回
定
例
浚
裸

（
し
ゅ
ん
せ
つ
）
を
実
施

10
月
一

マ
ル
ワ
リ

カ
シ
コ
ー
ト
連
続
堰

の
着
工

(
2
0
1
4
年

9
月
竣
工
）

2
0
1
3
 

6
月
一
記
録
的
な
大
洪
水
に
よ
り
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
各
地
で
堤
の
決
壊
や
溢
水

が
発
生

2
0
1
1
 

3
月
一
カ
マ
第
2
堰
・
用
水
路
を
竣

8
月
一
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

・
パ
キ
ス
タ
ン
で

1
0
0
年
に

1
度
の
大
洪
水

2
0
1
0
 

3
月
一
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
完
工
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